 様式１-１ 

[bookmark: _Hlk52802589]「令和２年度 強制徴収債権回収のための交渉力研修（仮称）」及び
「令和２年度 非強制徴収債権回収のための交渉力研修（仮称）」企画提案書

	 １　企画提案者プロフィール

	名称・氏名
	

	会社概要
(法人のみ)
	

	本研修の
実施体制
	

	備考
	




	 ２　講師プロフィール

	氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)
	

	専門分野
	

	保有資格
	

	指導実績
	過去５年間に本研修と同内容の研修を実施した件数
強制徴収債権対象のもの　　　　件
非強制徴収債権対象のもの　　　件

	
	※　研修実績がある場合は，一覧表を添付してください。

	セールス
ポイント
	

	講師の急病時の対応策
	

	備考
	


※　講師プロフィールについては，人数に応じて追加して記入してください。


 様式１-２ 

	 ３　企画提案内容

	研修名
	[bookmark: _GoBack]「令和２年度 強制徴収債権回収のための交渉力研修（仮称）」及び「令和２年度 非強制徴収債権回収のための交渉力研修（仮称）」

	提案金額
	　　　　　　　　　　　　円

	受講可能人数
	　　　　　人まで

	研修の特徴
セールスポイント
及び効果等
	①　取得できる知識，スキル等

	
	

	
	②　研修を通じて受講者に伝えたいポイント

	
	

	
	③　その他

	
	

	研修の実施に必要
な設備について
	※　マイク，プロジェクター等の設備が必要な場合は，設備名を記載してください。





	 ４　具体的な研修内容

	（１）強制徴収債権回収のための交渉力研修（仮称）

	時間
	研修内容
	手法
	ねらい

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	備　　考
	

	（２）非強制徴収債権回収のための交渉力研修（仮称）

	時間
	研修内容
	手法
	ねらい

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	備　　考
	



※　必要に応じて，参考資料等を添付してください。

上記のとおり，企画提案書を提出します。
令和　　年　　月　　日

住所又は所在地　　　京都市中京区上本能寺前町４８８
氏名又は名称　　　株式会社○○○
（代表者氏名）　　　代表取締役　○○　○○　　印
